
 

 

環境福祉委員会会議記録 

 

環境福祉委員長 千葉康一郎 

 

１ 日時 

  平成 19 年５月９日(水曜日) 

  午前 10 時２分開会、午前 10 時 19 分散会 

２ 場所 

  第５委員会室 

３ 出席委員 

  千葉康一郎委員長、小野寺有一副委員長、及川幸子委員、三浦陽子委員、髙橋元委員、 

 樋下正信委員、髙橋博之委員、木村幸弘委員、及川あつし委員 

４ 欠席委員 

  なし 

５ 事務局職員 

  佐々木担当書記、菅野担当書記、津軽石併任書記、花山併任書記、河野併任書記 

６ 説明のために出席した者 

  なし 

７ 一般傍聴者 

  なし 

８ 会議に付した事件 

 (1) 委員席の決定について 

 (2) 委員長の互選について 

 (3) 副委員長の互選について 

 （人事紹介） 

 (4) その他 

    委員会調査について 

９ 議事の内容 

○佐々木担当書記 私は、環境福祉委員会担当書記の佐々木であります。よろしくお願いい

たします。 

 ただいまから仮委員席を定めたいと思います。 

 委員席の順序は、委員長席の左側の委員長席に近い席を１番とし、委員長席の右側の委員

長席に近い席を９番とするようにしたいと思います。 

 委員席を定める方法といたしましては、現在着席のままとする方法、抽せんによる方法な



どがございますが、いかがいたしましょうか。 

 （「着席のまま」と呼ぶ者あり） 

○佐々木担当書記 ただいま着席のとおりとの御発言がございましたので、それではその

とおりといたします。 

 〔委員席に氏名標を配置〕 

○佐々木担当書記 常任委員選任後、最初の委員会でありますので、委員長が互選されるま

での間、委員会条例第７条第２項の規定により、年長委員が委員長の職務を行うことになっ

ております。 

 出席委員中、千葉康一郎委員が年長の委員でありますので、御紹介申し上げます。千葉康

一郎委員、委員長席に御着席をお願いいたします。 

 〔千葉康一郎委員、委員長席に着席〕 

○千葉康一郎委員 ただいま紹介をいただきました千葉康一郎でございます。何とぞよろ

しくお願いいたします。 

 委員会を開きます前に、当環境福祉委員会の担当書記を紹介したいと思います。佐々木担

当書記。菅野担当書記。津軽石併任書記。花山併任書記。河野併任書記。 

 それでは、ただいまから本日の会議を開きます。 

 委員各位の委員席は、ただいま御着席のとおりに決定いたしたいと思いますが、これに御

異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○千葉康一郎委員 御異議ないようでありますので、さよう決定いたします。 

 これより委員長の互選を行います。委員会条例第７条第２項の規定により、委員長互選の

職務を行います。 

 お諮りいたします。委員長の互選は指名推選と投票のいずれにより行いますか。 

○樋下正信委員 委員長の互選の方法については指名推選によることとし、委員長には千

葉康一郎委員を指名していただくように、お諮りをお願いしたいと思います。 

○千葉康一郎委員 ただいま、樋下委員から委員長互選の方法は指名推選によることとし、

委員長には私をとの発言でありましたが、さよう決定することに御異議ございませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○千葉康一郎委員長 御異議なしと認め、さよう決定いたしました。 

 それでは、一言ごあいさつを申し上げます。 

 ただいま皆様方から御推挙いただきまして、環境福祉委員長になりました千葉康一郎で

ございます。皆様方の御協力をいただきながら、この委員会をスムーズに進めてまいりたい

と思います。委員長の職責を果たしたいと存じますので、何とぞよろしくお願い申し上げま

す。 

 引き続いて、副委員長の互選を行いたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 



○千葉康一郎委員長 御異議なしと認め、さよう決定いたしました。 

 これより副委員長の互選を行います。 

 お諮りいたします。副委員長の互選は指名推選と投票のいずれにより行いますか。 

 （「指名推選」と呼ぶ者あり） 

○千葉康一郎委員長 指名推選の声がありますので、互選の方法は指名推選によることに

決定いたします。 

 お諮りいたします。指名の方法については、当職において指名することにいたしたいと思

いますが、これに御異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○千葉康一郎委員長 御異議なしと認めます。よって、当職において指名することに決定い

たしました。環境福祉副委員長に小野寺有一君を指名いたします。 

 お諮りいたします。ただいま当職において指名した小野寺有一君を環境福祉副委員長の

当選人と定めることに御異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○千葉康一郎委員長 御異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました小野寺有

一君が環境福祉副委員長に当選されました。 

 ただいま当選されました小野寺有一君が委員会室におられますので、本席から当選の告

知をいたします。 

 小野寺副委員長、ごあいさつをお願いします。 

○小野寺有一副委員長 ただいま環境福祉副委員長に御指名をいただきました自民クラブ

釜石選出の小野寺有一でございます。千葉委員長をしっかり補佐して、円滑かつ公平な委員

会運営を目指して頑張りたいと思いますので、委員各位の御協力をどうぞよろしくお願い

申し上げます。 

○千葉康一郎委員長 本日は、議員改選後の最初の委員会でありますので、執行部の方々を

御紹介いたします。菊池秀一環境生活部長を御紹介いたします。 

○菊池環境生活部長 ただいま御紹介いただきました環境生活部長の菊池と申します。委

員の皆様方の御指導、御鞭撻をいただきながら、環境生活行政の一層の推進に向けて努力し

てまいる考えでございます。委員の皆様方にはどうぞよろしくお願い申し上げます。 

○千葉康一郎委員長 この際、菊池環境生活部長から環境生活部の方々を御紹介願います。 

○菊池環境生活部長 それでは、紹介させていただきます。 

 小田桐文彦環境生活企画室長。古川治産業廃棄物不法投棄緊急特別対策室長。菅原伸夫環

境生活企画室企画担当課長。谷地畝範彰環境生活企画室県民生活安全担当課長。高橋誠環境

生活企画室食の安全安心・消費生活担当課長。加藤陽一環境保全課総括課長。谷藤長利資源

循環推進課総括課長。菅原和弘自然保護課総括課長。青木俊明資源エネルギー課総括課長。

遠藤譲一青少年・男女共同参画課総括課長。杉村孝産業廃棄物不法投棄緊急特別対策室調査

追求担当課長。吉田篤産業廃棄物不法投棄緊急特別対策室再生・整備担当課長。以上でござ



います。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○千葉康一郎委員長 どうも御苦労さまでございました。 

 赤羽卓朗保健福祉部長を御紹介いたします。 

○赤羽保健福祉部長 保健福祉部長の赤羽でございます。よろしくどうぞお願いいたしま

す。 

○千葉康一郎委員長 この際、赤羽保健福祉部長から保健福祉部の方々を御紹介願います。 

○赤羽保健福祉部長 それでは、私の右手の方から御紹介させていただきます。 

 古内保之保健福祉企画室長でございます。尾形盛幸医師確保対策室長でございます。野原

勝保健福祉企画室企画担当課長兼医師確保対策室医師確保対策監でございます。柳原博樹

医療国保課総括課長兼医師確保対策室医師確保対策監でございます。高田清己保健衛生課

総括課長でございます。下屋敷正樹地域福祉課総括課長でございます。及川伸一長寿社会課

総括課長でございます。小林繁春障害保健福祉課総括課長でございます。川上裕二児童家庭

課総括課長でございます。よろしくどうぞお願いいたします。 

○千葉康一郎委員長 御苦労さまでございました。 

 次に、法貴敬医療局長を御紹介いたします。 

○法貴医療局長 よろしくお願いいたします。 

○千葉康一郎委員長 この際、法貴医療局長から医療局の方々を御紹介願います。 

○法貴医療局長 それでは、御紹介申し上げます。細川孝夫医療局次長兼病院改革室長でご

ざいます。佐々木茂医療局参事兼職員課総括課長でございます。熊谷俊巳管理課総括課長で

ございます。岡山卓業務課総括課長でございます。三田崇雄システム管理室長でございます。

根子忠美病院改革室経営改革監でございます。相馬敏克病院改革室医師対策監でございま

す。以上でございます。よろしくどうぞお願いします。 

○千葉康一郎委員長 どうも御苦労さまでございました。以上で執行部職員の紹介を終わ

ります。 

 次に、当委員会の本年度の委員会調査計画についてお諮りいたします。お手元に委員会調

査計画（案）を配付しておりますが、この日程により調査を行うこととし、６月及び７月の

県内・東北ブロック調査の詳細については、当職に御一任願いたいと思いますが、これに御

異議ございませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○千葉康一郎委員長 御異議ないようでございますので、さよう決定いたしました。なお、

詳細につきましては当職に御一任願います。 

 おって、本件につきましては当職から議長に対し、継続調査の申し出をいたしておきます

ので、御了承を願います。 

 以上をもって、本日の日程は全部終了いたしました。本日は、これをもって散会いたしま

す。御苦労さまでございました。 


